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令和６年度北日本図書館連盟研究協議会 

兼宮城県公共図書館等職員研修会Ⅲ開催要項 

 

１ 研究主題 

  「多様な学びや活動を支える図書館」 

 

２ 趣旨 

  近年、新型コロナウィルス感染症への対応や様々な場面におけるデジタル化の進展など、社

会の急速な変化の下、図書館は生涯学習の拠点として、今後も社会の中で知識や情報の入手と

活用が重要となります。この知識や情報は生涯学習の基盤となり、多様な学びや活動を支える

と考えられます。地域の知的基盤としての図書館はどうあるべきか、高度化する利用者ニーズ

へどう応えるべきか対応を求められています。今回の研究協議会は、図書館を取り巻く環境を

理解し、今後の図書館の在り方について思考を深めることを目的として開催するものです。 

 

３ 主催 

 北日本図書館連盟・宮城県公立図書館等連絡会議・宮城県図書館 

 

４ 後援 

公益社団法人日本図書館協会 

 

５ 日程 

  令和６年１２月１３日（金） １２時３０分から１６時００分まで 

  「Webex meetings」での入室は１２時１５分から可 

 

 

受付 開会 基調講演 
休

憩 
事例報告 総評・意見交換等 閉会 

 

６ 会場 

  宮城県図書館 ２階ホール養賢堂 

「Webex meetings」での参加も可能です。（オンライン併用） 

 

７ 対象者 

  北日本図書館連盟参加館及び宮城県内公共図書館等の職員、学校図書館職員、図書館に関心

のある方（会場４０人・Web 参加５０人程度） 

  

12:30 12:45 13:00       14:00 14:10        15:10          15:45 16:00 
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８ 内容 

⑴ 開会行事 

理事長挨拶：北日本図書館連盟理事長（秋田県立図書館長） 伊藤 成孝 氏 

 

⑵ 基調講演 

   講師：鎌倉 幸子 氏 

      「地域社会の主体を担う図書館とは～変革する図書館力～」 

 

⑶ 事例発表 

   事例発表者①：一戸町立図書館「地域の懸け橋としての図書館」 

事例発表者②：石狩市民図書館「地域とつながる図書館」 

事例発表者③：角田市図書館 「行政情報を地域へ」 

 

⑷ 総評 

   コーディネーター：鎌倉 幸子 氏 

 

⑸ 閉会行事 

   主催者挨拶：宮城県図書館長 青木 直之 

   次期開催県挨拶：福島県立図書館長 深谷 一夫 氏 

 

 ※いずれも手話通訳を行います。 

 

９ 参加費 

  無料 

 

10 参加申込 

⑴ 申込方法 

下記の申込フォームからお申し込みください。 

申込フォーム： 

https://www.library.pref.miyagi.jp/limesurvey/index.php/326179?lang=ja 

※宮城県図書館ホームページ及び下記 QR コードからもお申し込みできます。 

※電話、FAX での申込は受け付けておりません。 

    

⑵ 申込期限 

   令和６年１１月２０日（水）１７時 

 

11 その他 

⑴ 昼食は各自で済ませてから御参加ください。 

 

https://www.library.pref.miyagi.jp/limesurvey/index.php/326179?lang=ja
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なお、宿泊の斡旋は行いませんので、各自で手配してください。 

 ⑵ 会場参加者が定員を超える場合、Web による参加へ調整させていただく場合がありますの

で、あらかじめ御了承願います。 

 

⑶ Web による参加の場合は、後日、電子メールで参加 URL を送付します。 

   事前に接続テストは行いませんので、接続に不安な方は事務局まで御連絡ください。 

 ⑷ 駐車場は宮城県図書館の利用者も使用するため、可能な限り公共交通の利用をお願いしま

す。 

 ⑸ 会場へのアクセスについては、下記のとおりです。宮城県図書館のホームページからも確

認いただけます。（https://www.library.pref.miyagi.jp/） 

 

■地下鉄とバスで来館されるとき 

地下鉄泉中央駅から宮城交通バスをご利用ください。 

「泉パークタウン方面」宮城大学・工業団地経由泉パークタウン車庫前行、テクノヒルズ東

行（バスプールの３番のりば）です。将監殿経由は６番乗り場からご乗車下さい。 

「宮城県図書館前」が最寄りのバス停です。（乗車時間：２０分～３０分） 

 

■自家用車御利用の場合 

○仙台市内からの場合（その１） 

①国道４号線バイパスを大崎方

面に進む。 

②東北自動車道泉インターチェ

ンジを越えてから２つ目の信号

を左折する。 

③約４km先の右手側です。 

 

○仙台市内からの場合（その２） 

①県道大衡仙台線（水の森～桜

ヶ丘～宮城学院女子大学前～長

命ヶ丘）を北進する。 

②泉パークタウン入口から約２

km 先の左手側です。 

 

○大崎方面からの場合 

①国道４号線バイパスを仙台方面に進む。 

②仙台市境から２つ目の信号を右折する。 

③約４km先の右手側です。 

 

 

 

 

令和６年度北日本図書館連盟研究協議会 

実行委員会事務局（宮城県図書館内） 

Mail kikaku@library.pref.miyagi.jp 

TEL  022-377-8443 

 

 

 

 

 

 

https://www.library.pref.miyagi.jp/
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理事長挨拶 
 

 

北日本図書館連盟理事長（秋田県立図書館長） 伊藤成孝 

            

  

 皆さん、こんにちは。北日本図書館連盟理事長を務めております、秋田県立図書

館長の伊藤成孝と申します。開会にあたり、一言御挨拶申し上げます。 

 まず、令和６年度北日本図書館連盟研究協議会が、北海道、東北各地の図書館

関係の皆様に御参集いただき、対面及びオンラインで開催できますことに、心から

感謝を申し上げます。開催にあたり、運営に御尽力いただきました宮城県公立図

書館等連絡会議並びに宮城県図書館の皆様には厚く御礼申し上げます。 

 また、６月に開催されました第７５回北日本図書館大会青森大会が成功裏に終

了いたしましたことに、青森県の図書館関係の皆様には、この場を借りまして改め

て御礼申し上げます。本当にありがとうございました。 

 さて、世の中が急激に変化していく中で、図書館は地域の多様な学びや活動を

支える生涯学習の拠点であり続けなければなりません。その意味で図書館は重要

な役割を担っており、そのあり方や利用者のニーズにどう応えていくのか対応を

求められています。本日はまさに、「多様な学びや活動を支える図書館」を研究主

題として、今後の図書館の在り方について考えてまいります。 

 また、かまくらさちこ株式会社代表取締役鎌倉幸子様からは、「地域社会の主体

を担う図書館とは～変革する図書館力～」と題し、御講演いただきます。さらに

は、一戸町立図書館主任司書畠山美幸さん、石狩市民図書館主任工藤直揮さん、

角田市図書館副館長加藤理江さんからは事例発表をしていただきますが、課題解

決につながる貴重な示唆をいただけるものと大いに期待しております。 

 毎日の業務に熱心に取り組まれている皆様が、共通の課題意識を持ち寄り、研

鑽を積まれ、少しでも今後の業務に還元していただき、各館におけるサービスの

向上につながることを祈念申し上げ、開催にあたっての挨拶といたします。 

 本日はどうぞよろしくお願いいたします。 
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 基調講演     

地域社会の主体を担う図書館とは 

～変革する図書館力～   

かまくらさちこ株式会社代表取締役

     鎌倉幸子 氏 

 

 皆様、こんにちは。今日はこの貴重なお時間を

いただきましてありがとうございます。今、御紹

介いただきましたが、私はもともと青森県弘前市

出身です。あと３週間経つと、もうお正月ですが、

お正月には実家の弘前市の方にずっといる予定で

す。東北でこのような機会をいただいたことを大

変うれしく思います。また、先ほどのプロフィー

ルの中にもありましたが、今、能登半島地震の被

災地でブックカフェという移動図書館のような活

動を行っております。私は前職では、公益社団法

人シャンティ国際ボランティア会という国際協力

の団体で、東日本大震災の後に岩手県を走る移動

図書館プロジェクトからスタートして、宮城県を

走る移動図書館プロジェクト、そして福島県を走

る移動図書館プロジェクトと３県で移動図書館活

動をさせていただいておりました。そういう御縁

もありまして、お久しぶりの皆様もいらっしゃり、

大変うれしく思います。 

 今日は、「地域社会の主体を担う図書館とは」と

いうお話をさせていただきます。先ほど一般社団

法人インパクトマネジメントラボの共同代表を

やっているという紹介がありましたが、インパク

トマネジメントラボの事業は、いわゆる社会的な

インパクト、この事業がどのような成果だったり、

インパクトだったりを生み出しているか、という

評価の仕事をしております。やはり、最近よく問

われますよね、「図書館ってどういうインパクトを

生み出しているの？」とか「図書館って結局価値

があるの？」のような、なかなか言語化できない

ものがあります。それは図書館に限りませんが。

現在、博物館・ミュージアムや NPO 法人の事業

の評価のプロジェクトを何本か担当している中で、

その地域社会の主体を担う図書館がどのような視

点で地域の人と活動しつつ、且つどのような視点

で価値を知ってもらえるか、そういうお話ができ

たらなと思っております。少し技術的な言葉も多

くなってしまうとは思うのですが、話題提供とし

てお話させていただければなと思っております。 

 

【講演の目的：多様な学びを支える図書館】 

今回の研究主題である「多様な学びや活動を支

える図書館」ですが、評価しかり事業形成しかり、

最初に考えることとして、地域を支えたいとか、

地域を元気にしたいとか色々あると思います。た

だ、地域というのは人、一人ひとりで構成されて

いるものですので、やはり最初は、「誰の多様な学

びや活動を支えるか」、ここからスタートかなと私

は思っております。 

日本語は主語を外しても言葉が通じる言語なの

で、「多様な学びや活動を支える図書館」は主語が

なくても理解できるのですが、我々が誰の方向を

見ているのかということは常に意識していきたい

と思っています。もちろん、「すべての人に図書館

を」なので「すべての人」ということは、どうし

ても考えていかなければならないのですが、「すべ

ての人」を考えるとそこで思考が止まってしまう
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こともあるかもしれません。特に情報を必要とし

ている人などに焦点を置かれることが多いと思わ

れますが、まずは出会った人、聞いた声、その地

域が抱えている課題とは何かを考えます。課題に

ついては、例えば、町の総合計画や教育大綱・教

育基本計画等々に載っているかもしれませんので、

そういったマクロのデータも含め検証します。ま

た、図書館という強みはカウンターがあって、人

一人ひとりと触れ合う機会もある中、そういう声

を聞き誰が何を必要としているのかを考えるとこ

ろからスタートしていきたいなと思っております。 

今回の講演でいただいたお題というのが、「地域

基盤としての図書館の役割を考えていこう」とい

うことが一つ、そして「社会の変化に伴う利用者

ニーズを理解していこう」という二つですね。 

今、図書館を取りまく環境が変わってきたと思

います。例えば、コロナ禍を経て、急激に浸透し

たデジタルの社会。今、すごいですよね、この宮

城県図書館のコックピットのようなオンライン配

信の様子を見て、本当にデジタル化というのは避

けられぬことで、その中でいかに図書館がデジタ

ル化に対応していくか等も問われている時代に

なってきていると思っています。 

ちょうど昨日は博物館関係の仕事をしていた中

で、博物館も物の展示だけではなく、その地域の

持っている文化財をデジタル化して広く知っても

らうことで、世界のどこにいながらでも作品に触

れることができたり、研究者の研究をより進化さ

せていかなければならない、という声を聞きまし

た。このように時代が変われば使うツールもどん

どん変わっていくので結局どれをどう使ってどう

対応していこうとか、予算もある中でどうしよう

かとか、そうやって問われている時代ですよ、と

教えてもらいました。図書館もそういうところに

直面しているのだなと思っています。それこそ

SNSも前はFacebookとXをやっていたら、「SNS

使っていた」と言えたのですが、最近はYoutube

がどうだとか、TikTokがどうだとか時代が変われ

ば新しいツールも出てきて、どうしていこうかな

と思っていても結局何も手をつけないで終わって

しまうということもあるのかなと思います。現状

維持は楽ではあるのですが。とは言いつつ、時代

に踊らされて「どうしよう、どうしよう」と言う

のも少し悲しい事だなと思っています。私は、図

書館は図書館でどっしり構えていていいと思うと

ころもあります。 

 

【近年の多様な学びと図書館の存在意義】 

「多様な学び」とはどのような学びとなってい

るか。例えばオンライン学習。e ラーニングに関

しては、私も Udemy（ユーデミー）とか Schoo

（スクー）などオンラインで勉強できるサイトで

勉強したりしています。オンライン学習は無料で

見ることができるものもあるのですが、良質な講

座は有料なものもあったりしますね。余談にはな

るのですが、ニューヨーク公共図書館では、利用

者カードを持っているとアメリカのあるオンライ

ン講座が見放題で、学びたいけれどお金を払えな

い方が学びの機会を得られるようなサービスも提

供されていました。最近では、日本の図書館の中

にも、オンライン学習の会社と組んで、図書館の

中では受けられるとかそういうことをやってい

らっしゃるところもあると聞いております。 

最近はAIですよね。個別最適化学習というAI

を活用した学習アプリというものも出ています。

昔は、塾に行かずにオンラインで英会話学習がで

きるということまではあったんですよ。でも最近

よくスマホの広告で見るのは AI の先生との英会
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話でのやり取りの中で弱点を見つけてくれて、お

すすめの学習を組んでくれるというような AI を

活用した学習アプリが結構増えたなということが

ありますし、そこは無視できないなあと思います。

あとは、学校でもタブレットを持つ時代なので IT

を活用したプログラミング教室などの授業もあり

ますよね。私が子供の頃は、プログラミングなん

て夢のまた夢で、エンジニアしかできないような

ものを今学校で習う時代になっています。そんな

中、図書館はそれにどう対応しなければいけない

のかと焦られている方もいらっしゃるのではない

でしょうか。あとはワーク・ベースド・ラーニン

グというインターンシップですね。今インターン

シップもオンラインでできる時代でもあります。

私の今いる、NPO 法人エファジャパンという海

外での活動を行っている団体でも、昨日は徳島県

からインターンの希望が来ました。インターネッ

トで話しながらとか、インターネット会議もアバ

ターで動いているとかそういう環境になっていま

す。 

あとは、学びの場の地域活動。ここは、もうコ

ミュニティカフェとかリアルなところがあります。

インクルーシブ教育、障害の有無にかかわらず学

べる環境整備。これは図書館でよくある視聴覚資

料などですね。あとはマルチメディアデイジーと

か。これは、昔からあるものなので大丈夫かなと

思います。あとは、リスキングという社会人学び

直しの機会。これは、ITというよりは社会人向け

の学び直しの機会をこれから伸ばしていこう、と

いう国の政策でも強くうたわれているところであ

ります。 

こういういろいろな学びのスタイル・学びの方

針、地域のコミュニティの場に図書館がどのよう

になっていくのか。このような多様なニーズに応

えるだけではなくて、社会全体の変化や課題解決

に寄与する図書館が求められているようです。 

とは言いつつ、図書館の私たちは何のプロ

フェッショナルかと言ったら、情報のプロフェッ

ショナルですので、情報のプロフェッショナルと

してトレンドは押さえつつ、「流されてはいけない

ぞ」と思うこともあります。ニーズは一緒だと思

うのです。人間社会で人間が困っている事は昔か

ら変わっていたり、変わっていなかったり。例え

ば健康面をどうしようとか、家の経済面が苦しい

からどうしようとか、あとは、まさに医療支援じゃ

ないですけど、病気になってしまってどうしよう

とか。私たちは新しい技術に惑わされがちではあ

るのですが、実はそれはツールが変わっていると

いうことで、人の抱えるニーズとか思いというの

は一緒なのではないかと思っています。そのため

新しいものをキャッチアップしつつ、「1番大切な

ことは“まず誰？”」と問う。その「誰」がどのよ

うな課題を抱えていて、どのような悩みがあって

そのツールを使って情報を得ているのだろうか、

と考える。皆さんそのツールを使いたくて使って

いるわけではなくて、学びたくて使っているはず

なので、学びたいと思った源泉やモチベーション

は何だろうかということを大切にしていきたいと

思っています。逆に図書館はそれを昔からやって

いた組織・拠点なので、そこは堂々と胸を張って

いっていただければと思います。 

コロナやデジタル化など、様々な社会情勢を受

けての図書館ということで変わったことと変わら

ないこと、２つあると思います。IT技術も新しい

技術も手段なんですよね。私たちはどうしても手

段に踊らされがちですけれども、大切なのは一番

の基盤の部分なのかなと思います。皆さんの日々

の業務の足元の部分を本当に大切にしていきたい
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なと思います。ですから、図書館の存在意義は変

わらないはずです。これは、図書館法の第２条の

目的でもあるのですけども「なぜ一般公衆の利用

に供することなのか」や、その先にある、資料を

渡すことで実現したい未来や社会があって図書館

ができているはずなので、ここはぶれないように

したいと思っています。なので、IT技術でこんな

プログラミングができてとか、こんなアプリを入

れたら良いですよという話もできなくはないので

すが、そこではなく、もう少し足元を固めようよ

というところを提案させていただきます。 

元々の「図書館」はラテン語から来ていて木の

皮とか、いわゆる資料を保管する場所としての

「librarium」が起源らしいですけれど、これはな

んという意味かというと「本の置き場」ではなく、

「魂の治療所」とか「魂の薬局」とかそういう意

味だそうです。図書館というのは、ただ本を読む

場所ではなくて、学ぶことで魂が喜び、生きがい

を覚えるという意味があるそうです。心の病のリ

ラックス効果や２０１５年の鎌倉市図書館の取組

のように「２学期を迎えて学校に行くことがつら

い子は図書館にいらっしゃい」というような図書

館の呼びかけもまた図書館が魂の休憩所になるの

かなと思いますが、元々の魂の治療所というのは、

人間は学ぶことや知識を得ることによって前向き

になれたり、成長を感じられたり、これからより

良く生きていこうという後押しをする施設という

のがギリシャ語の図書館の語源として言われてき

たことだということです。これは、私の話の後半

にも掛かることなのですけれども、変わらないも

のも変わるものもありつつ、でもなぜ図書館って

存在するのかということを言葉にしていく時代が

そろそろ来ているということを提起していきたい

なと思っております。 

「図書館は知識と情報を通じてすべての人に持

続可能な未来を」と IFLAが発信しています。つ

まり、図書館は本を届ける、資料を残し、活用す

るもので、図書館にある情報を使って未来を創っ

ていく拠点であるということを言っています。あ

くまでも、デジタルを使って未来を創るのではな

く、それは知識と情報を得るための手段だという

こと。ただ、若い人がデジタルのほうが使い慣れ

ているなとなった時は、そのニーズに合わせてど

の手段を活用していくかを考える、この順番が大

切だと思います。デジタルありきではなく、こう

いう未来を作りたい、そのためにはこういう情報

をこの人に届けたい、届けるこの人が１番情報に

アクセスしやすい手段は何かということです。で

も、図書館だけではできないと思うんですよ。図

書館がすべてのデジタルを揃えて行うことが難し

ければ、まさに今回のテーマである地域との協働

を行いながら、図書館が持っていないツールをお

互い共同で使うとか。ツールを持っていても生か

す方法が分からないかもしれない場合は情報のプ

ロフェッショナルの図書館が一緒になって最適な

情報を届けていければ良いと思います。そのため、

図書館はその定義を変えるのではなく、外的環境

が変わっていくのに合わせ、手段・目的を踏まえ

た上で役割・手段などを変える必要が出てきてい

るのだろうなと思います。 

余談ですが、今能登半島にやっと電気が通って、

本当に大変で……。私は、移動図書館のようなブッ

クカフェの活動を石川県の能登半島の一番北側に

ある珠洲市で行っているのですが、珠洲市も、隣

の輪島市も国道が通じていなくて、電気もまだ

入ったり入らなかったりで、珠洲市の仮設住宅も

やっと９ヶ月かかって９月末に入居ができるぞと

なったら、９月２１日に地震で地盤が緩んだ山に
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豪雨が来て土砂崩れが起きて、崖の泥が浄水槽に

入ってしまって水が出なくて、結局１１、１２か

月避難所にいてやっと先月仮設住宅に入ったとい

うようなこともありました。デジタル化社会だか

らデジタル化一本でと言っても、こういった電気

が通じなくなる等の環境によってデジタル化が全

部否定されてしまうこともあるので、それはツー

ルであり、結局図書館は情報の匠として、どの情

報をこういう環境下ではこう届ける、こういうデ

ジタル環境下ではこう届ける、でもデバイスが

揃っていない、且つ急ぎであればどこと協働して

いくかとそういう考え方の順番でいきたいなと常

に私も思っております。 

 

【―図書館は未来の投資につながりますか？―】 

地域基盤としての図書館の役割の言い方・考え

方の再考が最近求められるなあと思うことが増え

ています。例えば、「図書館は未来への投資につな

がりますか？」と聞かれたら皆さん何と答えます

か。「図書館は未来で何を実現したいのですか？」

や「図書館は未来の投資につながっていますか？」

と聞かれたらどう答えますか？ 怖いですよね。

でも、なんとなく最近この言葉を考えていく必要

性を感じています。昨日も博物館の仕事をしたと

きに「結局、博物館は昔使われたものとか書かれ

たものを置いているだけでしょ、博物館じゃなく

ても良いじゃない？」みたいな議論がある中で、

博物館も未来につながっているよと言うのですけ

ど、どこが未来につながっているのですかという

ことをちゃんと言葉にしましょうということを講

演で話しておりました。もちろん、図書館の定義

は大切にしつつ、これから作り出す未来に向けて

何を実現していくか、そのために IT ツールも含

めてどうやって使っていくかが重要かなと思って

います。公共図書館の場合は資金調達とかファン

ドレイジングはあるようなないような、とは言い

つつ、予算を通すためにはいろいろな人にお話し

ないといけないのですが、私はファンドレイザー、

という資金調達の仕事もしているので意識してい

ます。例えば、資金調達の調査研究をしている日

本ファンドレイジング協会という組織が寄付の研

究・調査結果を掲載した寄付白書を５年に１回出

しています。２０２１年の『寄付白書』に寄付に

ついての考え方のページがありました。何がモチ

ベーションとなってお金を出すのかというアン

ケートでした。これ、一番上が「寄付者の名前が

公表されるほうが寄付しがいがある」。つまり、神

社やお祭りでよくある、「〇〇様御寄付ありがとう

ございます」というような「寄付者の名前が公表

されるほうが寄付しがいある」と思うと答えたの

が５．５パーセント、「どちらかと言えばそう思う」

が２０．４パーセント。「寄付したお金がきちんと

活動のために使われているか不安に思う」が、一

番多くて３６．３パーセント。寄付したお金が違

うところに使われているのは嫌なので、寄付した

お金がちゃんと活動に使われていると分かる信頼

のおける団体に出したいと思う方々ですね。「どち

らかといえばそう思う」が４０．９パーセント。

ここで注目すべきは、「寄付は未来社会への投資だ

と思う」です。寄付は、一過性の活動のため、例

えば博物館だったらこのコレクションを購入する

のでお金が必要で、ということもあるようですが、

それが未来社会にどうつながるのかということを

きちんとメッセージ化している団体に寄付をした

いかという問いに「そう思う」と答えたのが８．

１パーセント、「どちらかといえばそう思う」が４

３．６パーセントですので約５割の人がその活動

にお金を出すというよりも、その活動が生み出す
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未来の夢を一緒に見たいからお金を出すという人

が最近増えています。最近は未来を考えることが

きつい時代になっているというか、インフレもす

ごいし、大変な世の中になると、どこかで皆未来

を描きたい、未来のメッセージを発してくれると

ころで夢を皆で見たい、というのがあるようです。

寄付は未来社会への投資だと考えている人が多い

傾向にあります。これだけを見ると、夢物語を語

れば良いのかとなりますが、最近、行政の評価と

か計画の中でも急にアウトカム（成果目標）は何

だと聞かれることがちらちらと出てきているので

はないかと思います。ちょうど今、文化庁の去年

の補正予算の資料を見ていたのですが、ちゃんと

予算の活動があってアウトカム、インパクトと書

いてあって、このお金はどういう社会的インパク

トや未来の実現をしたくてこの活動をしているか

ということがロジックモデルとして作られている。

実は寄付者（お金を出す人）もそうだし、計画策

定等においてもロジックモデル、いわゆる活動の

先を言葉にしてくださいね、ということが増えて

いるのかなと思っています。四国の自治体の新し

い図書館の読書推進計画を見た時も、新しい計画

がまさにインパクト、アウトカム、成果、そして

「だからこの活動をやっています」、「この資料を

作っています」、「この展示やっています」という

書き方になっていたので、アウトカムを語る傾向

が、がちらちら増えているのかなと思っています。

これが最近の傾向ではありますが、うちの自治体

は求められていないよ、というところもあるかと

思います。が、今から準備されていたほうが良い

かなというのは、「何をやるか」ではなく「なぜそ

れをやるか」ということを知りたがられる傾向が

増えてきているためだと思っております。私も

NPO にいたので分かるのですが、今までは活動

のことを PR して、そのために予算を要求してい

たんですよね。例えば移動図書館をしていた時は、

遠野市に事務所を置いて陸前高田市や大船渡市に

通っていたので、移動図書館に１回出るのにガソ

リン代も含めて約１０万円かかったんですよ。「移

動図書館やりたいです、３人のスタッフが必要で

す、１０万円必要です」といういわゆる「モノ、

ヒト、カネ」のインプット（投入）が必要だから

予算が必要という活動ベースで話をしておりまし

た。繰り返しになりますが、最近の傾向は、活動

ではなく何をやるかが問われています。「移動図書

館に行って何をしたいの？」ということを言葉に

していかなければならないなと思いながら、言葉

を見つけるようにしています。これは、市民参画

にも通じてくるところですので頭の片隅に置いて

いただきたいです。寄付をしてくださる方が知り

たいのは、未来への投資かどうかということでし

たが、寄付に限らず対価が生まれない場合でも、

何を生み出したいかという部分だったりするので

話題提供しました。 

それから、私たちは、今までアクティビティと

アウトプットというのは活動がもたらす直接の結

果で語ることができたんですよ。活動がもたらす

直接の結果というのは、例えば図書館が貸出サー

ビスを行っているという「活動」の「アウトプッ

ト（直接の結果）」は１年間に何冊の本が借りられ

ました、何人の人が利用しました、予約は何件入

りましたなどです。展示会を行った際の月の集客

が２００人でしたなどと報告を行っていました。

ただ、これを軸にすると少し大変で、例えばコロ

ナになって入館者がゼロになったら評価はゼロと

測られてしまう。コロナなどで利用者がゼロに

なったとしても、図書館は、図書館でオンライン

で調べ物をしながら何かしらの社会への影響を及
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ぼしていたとしたら、その部分をしっかりうたわ

ないと数字だけでは正しく評価されないというこ

ともあるかもしれないです。「図書館は未来への投

資になりますか？」と聞かれたら、しっかりとこ

の「その活動が何を生み出すのか」という部分を

語れるようにならなければいけないと思っていま

す。利用者と貸出数だけだと何かあった時にダメ

な評価を受けるとなったら図書館としては「そん

なことないぞ」ということになる。だから、この

辺は押さえておきたいところです。 

 

【アウトプットとアウトカムを考える】 

そのためにも、図書館で行っている活動が何を目

標として行われているのかということを考えてい

かなければいけないのですが、ここで大事なのは

やはり人なんです。図書館軸で考えると、生み出

したいアウトカムは図書館の変化や図書館の発展

というよりは、図書館を利用した人がどう変わる

か、何を生み出したいかということだと思います

のでそこをしっかりと押さえていただきたいです。

あとはアウトプット（活動目標）とアウトカム（成

果目標・価値）を分ける。例えば、貸出しを行う

ことが活動で、アウトプット（活動目標）は結局

貸出数や利用者数になるかもしれませんが、「貸し

出す」という行為は何を実現したくて行っている

のかというアウトカム（成果目標）の部分を言語

化したいなと思っております。日本の図書館でも

貸出数が多いと評価が高いということに捕らわれ

て、貸出冊数を水増ししてニュースになった図書

館がありました。でも、貸出冊数を多く出さない

と図書館は評価されないということって悲しいこ

とですし、そういう時代ではなくなってほしいな

と思うんです。少子高齢化で人口が減って予算も

減らされていくかもしれない中で、図書館の価値

がなくなるのかというとそうでもないですよね。

「なぜ図書館は残り続けなければいけないのか」、

「それは未来につながっているから」、「どう未来

につながっているのか」という大きいピクチャを

描く前に、まず行っている活動一つ一つが何を生

み出しているのかということを言葉にしつつ、そ

れがまた、地域とどう結びついて実になっている

のかということが問われる時代になってきている

と思いますので、だからこそこれを考えていって

いただきたいと思います。考えるときに、地域の

方を集めてワークショップをやります、や、パブ

リックコメントをやります、などもあると思いま

すが、あまり回答が来ない場合もあるかもしれな

いので、図書館の日々の業務のアンケート箱など、

もう少しカジュアルに、「この活動でどんな変化が

ありましたか」とか「この活動参加してどうでし

たか」など住民の声を聞くことや有識者に意見を

伺うことで何を生み出したいのかを考えていきた

いなと思います。その上で、どのツールを使うか

ということ、ツールありきではなく、こういうこ

とを生み出すために最適な形がこうだと説明がつ

けば案外ロジックにつながっていくと思うんです

よ。それこそ「オンライン学習を図書館でやりた

いです」、「オンラインの時代です」と言ってもオ

ンラインで学習するというのは何かのツールが必

要ですし、まずオンラインがツールですからね。

学習するのであればもしかしたら図書館にある本

を使って自習室で行っても良いわけなので。投入

というのがモノ・ヒト・カネで、それを使って行

うのが活動です。活動が生み出す直接の結果がア

ウトプットと呼ばれていて、その活動がもたらす

変化がアウトカム、インパクトが社会への影響で

す。デジタル化を進めていただくことはもちろん

良いですが、この考え方の一貫性がないと、「オン
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ライン学習です」と言っても手前の部分で議論し

てもなかなか通らないと感じます。もしかすると

市民や上の方はこっちのアウトカムを見たがって

いる可能性はありますね。 

最近の NPO の助成金の応募でも、今までは活

動を記入して予算を記入すれば通っていたものが、

活動ではなく、成果目標という社会に何を生み出

したいかが問われている時代になっているなと思

います。ぜひ、活動、アウトプットとアウトカム

を押さえていっていただきたいなと思います。繰

り返しですが、この活動は何を生み出すのだろう

ということとアウトカムを考えるヒントは常にな

ぜを問う、日々の業務でなぜ私はこれをやってい

るかという私軸で考えて良いと思うんですよ。担

当者同士話をしてみて初心に帰るということが大

切だと思います。ロジックモデルの中に、「インパ

クトマネジメント・イニシアティブ」というもの

があって、これを検索していただくと芸術文化分

野におけるロジックモデルの例で、どうやって書

いているのかの例が出ていますので見ていただけ

ればと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちなみに表では、左側にヒト・モノ・カネがあり、

活動としてアートプログラムの実施があってアー

トプログラムが結局何を生み出そうとしているか

がロジックで描かれていますので、こういうもの

を見ながら皆で整理整頓していければいいなと

思っております。２年前に日本に面白いファンド

が入って来ました。アウトカムファンド forIMM

という助成金で、１件につき年間一千万の助成が

下りるプログラムで、１つの組織で３年使えると

いうファンドです。アウトカムファンド forIMM

は外国から入ってきた新しい助成金プログラムで、

何で審査をするかというと活動ではなく何を生み

出したいか、そのためにそれは測られなければい

けないので、「どの指標で達成したか」「していな

いか」というロジックモデルを基本的なベースと

していて、「どの活動をするか」をほとんど参考に

しません。 

 

 

 

【SIMI 社会的インパクト・マネジメント・イニシアティブ

https://simi.or.jp/logic_model/culture-and-artより引用】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://simi.or.jp/logic_model/culture-and-art
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毎月助成金を受けた団体とは、いかに成果目標

が出たかどうかを測っていくかという話し合いを

しています。このファンドの面白いところが支出

根拠の領収書の提出を必要としないんですよ。た

だ、アンケート結果などのアウトカムが生み出さ

れた証拠を見せてOKが出たら振り込まれますし、

一千万円は人件費に１００パーセント使おうがレ

ンタル料や交際費に使おうが何に使おうが構わな

いんですよ。私はこのファンドのコンサルに入っ

ていて、助成金を取ったところとやり取りをして

いるんですが、お金を出すとある財団が生み出し

たんです。少し活動をしてみて、こっちの活動の

方がもっと良い結果が出てもっと人が楽しんでく

れると思っても、助成金の申請書を出して通って

しまったら活動変更しづらいですよね。こっちの

活動の方が成果が出ると思っても、最初の助成金

が通ったほうの計画を嫌々でもやらなければいけ

ないとなると社会に良くないよね、ということで、

「これを実現したい」ということがあったとして

途中で最適な活動の形やツールが変わってもそれ

に使えば良い、ただその実現したい未来は目指し

てほしい、というファンドになっています。最近

ではトヨタ財団や日本財団も申請書にこのような

形を求めるようになってきたなと思っているので

片隅においていただきたいです。 

資料に文科省の読書推進事業の概算要求のポイ

ントの資料を載せていますが、一番下にアウト

プット・短期・長期アウトカムなどが書かれてい

ます。この言葉を書く時代が来たんだなと思って

見ておりました。 

 

【社会変化に伴う利用者ニーズの理解】  

 最後になりますが、社会変化に伴う利用者ニー

ズの理解ということで、図書館が掲げたアウトカ

ムは利用者ニーズに合致しているかということが

とても重要です。やはり、どういう社会を作りた

いか、社会は人で構成されているので、人が何に

困っていてビフォーアフターでどう変わっていく

のか、この情報を得られることで、例えば、病気

の支援でしたら、早期発見につながってとか、御

家族を亡くした方ですと、御病気を患っている方

のご家族のコーナーがあって痛みを、本や本を書

いた人を通して分かち合おうということがありま

すが、そういう人があって活動やモノがあると思

います。ですから私は、ニーズの把握がすごく大

切だなと思います。 

ニーズの把握もマクロの視点とミクロの視点が

あって、マクロは社会や地域全体の動向を把握す

ること、ミクロは個別の利用者や特定のコミュニ

ティに焦点を当てることかなと思っています。

ニーズ把握には、政府の統計とか、自治体の特徴

がある困りごともあると思うので総合計画ですと

か自治体の調査・計画の数字などを押さえておき

たいところです。また、教育大綱ですとか教育基

本計画などを見ると、教育に関わる課題などが出

ていますので、私はそれを見るようにしています。

例えば、子供の病気でしたら、がんの子供を持つ

保護者の方の NPO だったり、こども食堂だった

り。最近はこども食堂の数が公立中学校の数を超

えたとニュースになっていましたけれども、こど

も食堂と言ってもいろいろなんですよね。私はイ

メージで最初は貧困の子供がご飯を食べられなく

て来ることがあるのがこども食堂と思いきや、こ

ども食堂によっても実現したい社会というものが

結構違っていて、子どもの貧困に関わるものもあ

れば、世代間を超えた交流もあって、子どもだけ

でなくおじいちゃんおばあちゃんまで来てもらっ

て高齢者の孤立を防ぎながら子どもも含め家族で
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はない第三の近所づきあいを生み出したり、食事

だけでなく学習塾など就労支援のようなものを

行っていたりします。こども食堂というとみんな

同じ意味のこども食堂と見えるのですが、だから

こそアウトカム、何を目指したいかが特徴という

ところで作られています。そうでないと、寄付を

集めるときにみんな同じだと、隣の町のこども食

堂もあるからいいやと寄付者が離れていってしま

うかもしれないので、目指したい社会を声にして

いるというお話をしておりました。図書館も同じ

で、みんな一緒というわけではなくて地域のコレ

クションだったり力を入れていること、地域の課

題に向き合うということはそれぞれ違うと思うの

でしっかりとやっていきたいところです。 

ミクロとしては図書館が取っている統計とか利

用者アンケート、ヒアリングなんかをやっていた

だきたいなと思います。この前社会福祉協議会の

５年に１回出す計画を作った時に、力を入れて２

年間くらいかけてワークショップを行なったりデ

ジタルを使いながら住民と話し合ったりされてい

ました。今までだとそろそろ５年経つかという時

期に前の計画を持ち出してとりあえずコピペして

数字だけ変えていたけれど、今は地域住民の声を

聞いて行わなければということで実践されている

ようです。 

近年の社会傾向ってどうやって調べるかといっ

たら、やはり私も図書館で調べているんですよね。

関わる地域の図書館で白書を読んだり市の計画や

地域資料を読んだりしていますし、ネットでも調

べています。逆に、図書館は地域の問題を把握す

るネタは絶対持っているはずですし、足元に地域

を知るデータは転がっていると思うので、まずは

そこから拾ってみて、何を必要としているかを押

さえていきたいところです。 

あとは、社会変化に伴うサービスの多角化とい

うところで、図書館が全部やるのかといったらや

はり難しい。いち NPO でも難しいです。近年の

日本の課題は図書館だけが解決できるかと言った

らもちろんそうではなくて、少子高齢化、経済格

差、労働力不足と働き方改革の遅れ、気候変動と

環境問題、テクノロジーの進展とデジタル格差、

国際競争力の低下などがある中で、この次に続く

部分で、いかに協働とか自分たちの部署以外も含

めて地域にどう開いていくかということかなと思

います。自治体・学校・NPO・NGO・商工会議

所・医療関係・芸術文化団体・メディアの方とか

こういうところを巻き込みながら行っていきたい

なと思っております。図書館が他の組織と協働す

る意義は、医療支援だといって棚を作って提供す

るとき、やはり医者ではないのでリアルな声をく

み取れるよう医療機関と一緒に行うといったよう

に、サービスの幅と質の向上、地域社会への貢献、

図書館が地域課題解決のハブとして機能したり、

持続可能な運営、資源や情報を共有し、効率的な

運営を実現したりとかそういうことではないかと

思っています。東京都の多摩地区にあるパルテノ

ン多摩という複合施設の例なのですが、定期的に

航空写真を撮って昔と比較していく小冊子を記録

として出しているんですよ。多摩地区は７０年ほ

ど前から現在もニュータウン作りを行っているん

ですが、それを定点観測しているんです。それを

小冊子として出したいのだけれども先立つものが

ないということで寄付集めを行いまして、目標金

額１５０万円くらいのところ３００万円くらい集

まったということがあります。パルテノン多摩も

学芸員さんや司書の方でお金集めが得意という方

がおらず、どうしたら良いかという時にその施設

の友の会と言いますかメンバーシップをされてい
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る方とか、ふっと目を向けると地元の大学の方や

ボランティアでパルテノン多摩に来てくれる方に、

営業の仕方を含むアイディア出しなどの話をして、

その方たちの資源や情報を共有してお金を集めて

達成したということがあるんです。私は NGO・

NPOにいますが、名前の知らない方にエファジャ

パンと言っても「誰それ？大丈夫ですか？」と言

われますけど、図書館の場合は図書館と言うだけ

で最高の信頼を得られる一般名詞のようなものな

ので、そうやって資源や情報を共有して市民を巻

き込んでいくことで効率的な運営を達成できるの

ではないかなと思っています。ただ人を集めるた

めに何が必要かと言うと、やっぱり目指している

未来への投資、こういうものを実現したいからみ

んなで一緒に夢に向かって走りましょうというよ

うな大きなメッセージが必要になってきます。こ

れは、もちろん市民参画だけではなくて、もしか

したら今後、計画策定等々の時にアウトカムはな

んだと聞かれる時代が来るかもしれませんので、

心してやっていただきたいです。まさにアウトカ

ム、目指す方向を決めるのは、きらんと光る一番

星でそこの言葉が決まればみんなで進んでいける

ことになる。何をやるかではなくなぜやるかを問

う。デジタル社会の中でなぜやるか、そのために

この活動が必要で、そのためにこういうツールが

必要で、このツールがなければこの夢が達成でき

ませんというようなロジックの流れで説明しなけ

ればいけないことが今後増えてくるのではないか

と考えます。話題提供と次につながる地域協働 

の実践というお話がこの後ありますので、事例発

表される皆さんがどのように一番星をきらんと輝

かせたかも含めて私もお話を聞くのを楽しみにし

ております。 

話題提供のような形になってはしまったのです

が、「図書館は未来の投資につながりますか？」と

問われた時に胸を張って言葉にできることを願っ

ております。御清聴ありがとうございました。 
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 事例発表     

「地域の懸け橋としての図書館」 

一戸町立図書館 

主任司書 畠山美幸 氏 

 

 一戸町立図書館の畠山です。「地域の懸け橋とし

ての図書館」一戸町立図書館地域おこし事業１０

年間のあゆみの事例発表を行います。 

簡単に自己紹介いたします。私は図書館で勤務

して１９年目になりました。主に児童・YA を担

当しています。今回、このような貴重な機会を頂

きまして、ありがとうございます。当館の事業に

ついてお話していきたいと思います。 

 一戸町の紹介をします。岩手県内陸北部に位置

する一戸町は、豊かな自然に恵まれ、農林畜産業

やものづくり産業が盛んな町です。 

人口は１０,６９２人。３年前には、一戸町の御

所野遺跡（ごしょのいせき）が「北海道・北東北

の縄文遺跡群」構成資産の一つとして世界遺産に

登録されました。 

 当館の紹介をします。２００２年７月１６日に

開館し、今年で２２年目になります。ドーム型の

ホールが目印のコミュニティセンターと、図書館

の複合施設になります。 

蔵書数は、約９万冊所蔵。図書費は、約５３４

万円９千円。年間来館者は、およそ５万６千人。 

図書館職員数は、館長含め８名。うち司書が４名

です。平成２６年から指定管理者制度導入。いち

のへ文化・芸術NPOが運営しています。 

 当館の地域おこし事業とは何か説明していきま

す。地域おこし事業は町から業務委託されている

事業です。２００８年から地域おこし事業図書館

お正月まつりで、地域の方を招いて、凧つくり・

竹とんぼ等を実施していましたが、「お正月まつり

だけの地域おこし事業でいいのか。」と考えるよう

になり、さらにステップアップし、本格化しよう

と動き出しました。 

２０１４年から地域の人材を活用しながら、地

域の活性化と世代間の交流を図ることを目的に実

施していきました。 

 しかし、「地域の人を活用しながら」と、事業目

的に掲げていましたが、「どんな内容がいいのか」

「どのように講師を依頼すればいいのか」「図書館

で出来ることって限られているんじゃないか」と、

考えていました。 

考えているだけではなく、行動してみようと思

い立ち、まずは町の企業・商業施設や人を知ろう

と、町のイベントに進んで参加してみました。休

みの日は、いくつものイベントをはしごしながら、

参加しました。 

 参加するうちに、もともと、一戸町出身ではな

かった私は、どんどんもっと一戸町について知り

たいと思うようになりました。 

イベントに参加して、このイベントのワーク

ショップを図書館でできないかなと打診していき

ました。 

しかし「なに？図書館？」「なんでわざわざ図書

館で事業をしなきゃいけないのか」「図書館で何が

できるのか」と言われました。 

まず、自分を知ってもらうために何度も足を運

びました。イベントだけではなく、企業の事務所

などに行きました。「この作品について話してみま
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せんか？図書館で一緒に作ってみませんか？」と

一緒に事業をしたいと熱い想いを伝え続けました。 

段々に、「んじゃ、１回やってみるか」と事業を

していただけるようになりました。 

 記念すべき地域おこし事業の第１回目は平成２

７年度に開催した「絵本 de クッキング～絵本に

でてくるお菓子をつくろう」です。保健センター

の栄養士と、食生活改善推進員の方と一緒に事業

を行いました。 

どんな風に事業を進めて行ったらいいか、目に

見えなかったため、予行練習をしてみました。本

番さながらに職員の子どもを集めて練習しました。 

その成果もあって、本番も盛況に終えることがで

きました。 

参加者から「絵本に出てきたドーナツを親子で

作ることができた」、「また開催してほしい」など

の感想がありました。 

しかし、事業をすることでいっぱいいっぱいで

余裕がなく、アンケートなど事後報告が疎かでし

た。 

 徐々に「地域おこし事業を一緒にしませんか？」

と、声をかけてたくさんの町の企業や商業施設と

事業を実施しました。 

竹細工教室、縄文出前講座、おこめ教室、切り

絵教室、出前酪農講座、手芸教室等、これまで約

３０種類を開催しました。 

はじめ、図書館との事業を渋っていた方々やレ

ジェンドの大ベテランが、「また図書館と一緒に事

業をやりたい」、「今度いつ何をやろうか」と話し

かけてくれたことが何より嬉しかったです。 

また、１０年間いつも参加してくれている方や、

新たに事業を通して、図書館を知ってくれる方等

が講師と参加する人の出会う場にもなりました。 

写真は事業の様子です。詳しい内容は当館の

ホームページに報告しています。また、今回配布

の「一戸町立図書館地域おこし事業のあゆみ」も

あります。そちらをご覧いただければと思います。 

 地域おこし事業を開催していく中で、コロナ禍

になり事業を自粛することがありました。そんな

中で知り合いの医者のご夫婦に「コロナ禍で医療

従事者の皆さんに感謝している。医療従事者の仕

事を知りたい。」と思いを伝えました。 

すると、「ちょうど医師の仕事を伝えていきたい

と夫婦で話していた。ぜひ、やりましょう。」と、

令和４年度に「お仕事体験小野寺先生のドクター

ラボ」を開催しました。「縫合体験、超音波体験」

など体験ブースが参加者から大好評でした。新聞

紙に掲載され、多くの方から「自分の住んでいる

町でこんな仕事の体験ができるのはすごい嬉し

かった。」、「いい事業だから続けてほしい。」と声

をかけてもらいました。 

令和５年度には、今までお世話になった講師の

皆さんと、地域の皆さんに感謝の気持ちを込めて、

地域おこし事業感謝祭を開催しました。 

講師で招いた方々のブースの紹介や販売・体験

をしました。スタンプラリーでは地元の高校生生

徒会もお手伝いしてもらいました。図書館はおは

なし会、コミュニティセンターはミニお化け屋敷

を実施しました。１６０名の方が来場し賑やかな

イベントとなりました。 

 お仕事体験をまた開催してほしいと、声が多く

聞かれるようになりました。地域にどんな仕事が

あるのか親子を中心に、一般の方も求めている事

業なんだと改めて感じました。 

そして、令和５年度にはアンケートで多かった

「警察官のお仕事」を開催しました。当日は、警

察官１６名、総勢９５名で、「指紋採取、白バイ走

行」など実施しました。 
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今年度はこちらもアンケートで多かった「消防

士のお仕事」を開催しました。消防士１４名、総

勢７５名で、「煙体験、放水体験」など実施しまし

た。煙体験の様子を動画でご覧ください。 

【動画再生】 

このように、いつもお仕事体験では、４つか５

つの体験ブースを設けています。 

地域おこし事業お仕事体験を３年間実施し、講

師が参加者に仕事を伝える姿がとても輝いている、

そして仕事に誇りを持っていると感じました。 

その一生懸命な姿が参加者の皆さんにも伝わり、

体験ブースは皆さん真剣そのものです。「これから

も続けていきたい」と思える事業に進化していま

す。 

 まとめとして、地域おこし事業が、町民と地域

の企業・人を繋ぎ合わせる懸け橋の役割が図書館

であり続けたい。そして、講師や参加者に成長さ

せてもらっている事業でもあると１０年間の事業

を実施して感じました。 

さらに事業だけではなく、図書館で町の情報発

信をするべく「いちのへ×しごと展」と題して展

示を展開しました。写真が展示の様子です。企業

の紹介パネルは役場から借用しました。実物の商

品などは直接企業に交渉して貸していただきまし

た。 

館内の展示は多くの一般の方が足をとめて見て

いました。「次回は帰省してくる方に向けてお盆時

期に展示してはどうか」との声がありました。 

今年度で地域おこし事業は１０年目を迎えまし

た。記念企画として、町内在住の食の匠を講師に

絵本 deクッキングを２月に実施します。 

来年度以降も地域おこし事業を通して、今まで

お世話になった講師の方と新たな講師の発掘をし

ながら、町民と地域の企業・人の懸け橋として図

書館が役割を果たしていければと考えています。 

 これで一戸町立図書館の事例発表を終わります。

ご清聴いただきましてありがとうございました。 
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 事例発表（オンライン）     

「地域とつながる図書館」 

石狩市民図書館 

     司書 工藤直揮 氏 

 

 ただいま紹介いただきました、石狩市民図書館

司書の工藤と申します。今回は大都市札幌市の隣

に位置する石狩市の場合ということで簡単にお話

させていただきます。よろしくお願いします。 

 簡単に石狩市の紹介をさせていただきます。石

狩市は平成８年（１９９６年）に市制施行となり

まして、旧来より札幌市の北側に位置する特性の

ため、同市のベットタウンとして発展してきた自

治体です。平成１７年（２００５年）には隣接す

る厚田村・浜益村と市町村合併を行い、さらに北

に伸びた縦に長い街になっています。 

 石狩市と言えば以上のようなキーワードが出て

くると思います。鮭（石狩鍋）、石狩湾新港、俳句

のまち、灯台（北海道で現存する最古の灯台で、

１９５７年の木下惠介監督の「喜びも悲しみも幾

歳月」の舞台にもなりました。）、全国において市

で初の手話条例を制定したまち、厚田４偉人（子

母澤寛、吉葉山潤之助、戸田城聖、佐藤尾松太郎）、

ライジングサン・ロックフェスティバル等を開催

しております。この中では石狩鍋が有名ではない

かと思いますが、近年では日本４大ロックフェス

ティバルの１つと呼ばれるライジングサン・ロッ

クフェスティバルの開催地として全国的に知名度

が高くなってきている所ではないかと思います。

今年度につきましては、菅田将暉さん、スピッツ

さん、泉谷しげるさんといった方々が公演された

ようです。  

石狩市民図書館の概要です。中規模くらいで、

市の直営館となっております。北海道は近年、自

治体の直営館がほとんどなくなってきております

が、石狩市は直営で運営を行っております。 

石狩市民図書館の特徴です。特に資料の貸出数

に制限を設けておらず、貸出利用者登録は市外の

方はもちろん、全国どこにお住いの方でも登録す

ることができます。このような図書館はあまりな

いのではないかと思います。これに加えまして、

札幌市の北区と手稲区に隣接しているという位置

関係により、現在では、市内と市外の利用者が大

体半々くらいになっている状況です。資料貸出数

も北海道内で上位になるのではないかと思います。 

今回の実例発表の課題となっている図書館と地

域の他機関とのつながりについて説明したいと思

います。 

図書館とつながりのある地域の他機関としては

このように市役所や他の公的機関、学校や NPO

団体、企業等が挙げられます。 

個々の事例について紹介していきます。選挙権

年齢が１８歳に下がったときに選挙管理委員会と

連携して作成した特殊展示コーナーの写真です。 

こちらは石狩市の保健福祉担当と連携し、笑い

に関する図書を展示し、「道民笑いの日」というも

のを PRしたときの写真です。こちらは石狩市の

観光課と連携して、昔、大阪と蝦夷地を行き来し

ていた商船の「北前船」が日本遺産認定を受けた

際に、その内容に関する図書を展示して「北前船」

をPRした企画の写真です。 

このように、市役所の他部署と連携しながら利
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用者の生涯学習支援や情報提供を行っております。

当館は市直営の図書館という施設の性格上、市の

当局とは展示という形で協力を行うことが多いで

す。また、行政支援という形ではこういった展示

以外にも、資料入手の支援やデータベース等を

使った情報提供を行っています。 

一方で展示とは別の形の連携も行っております。

石狩市では当市の自然や文化、歴史や芸術、その

他の分野を広く後世に広めることを目的として、

「石狩叢書」というシリーズの本をこれまで３巻

発行しています。図書館は、発刊編集委員会の事

務局としまして、市民や学識経験者を中心とした 

叢書発刊編集委員会とともに刊行作業に携わって

おります。毎回のテーマに合わせて、各委員のネッ

トワークを随時活かしながら専門家と連携し、執

筆を依頼することも行っております。 

 市役所とは別の公的機関との連携の例として、

こちらを説明いたします。石狩消防署と連携した

防災 PRの特集コーナーの写真となっております。

この時は防災グッズを実際にお借りして本と一緒

に展示を行いました。防災の消火器やその手の

グッズ等を展示させていただきました。 

 この他の公的機関との連携につきましては市内

の藤女子大学花川キャンパスを始めとした大学や、

石狩商工会議所との街ゼミ等で協力を行っており

ます。 

 こちらは NPO 団体とのつながりの１例です。

市内の NPO 法人「ひとまちつなぎ石狩」は花川

北コミュニティセンターにある石狩市市民活動情

報センターを運営しておりまして、業務の一環と

して市民図書館の予約本の受け渡し、返却を委託

して行っていただいております。また、年に１度

開催している古本市（写真はブックマーチ）の開

催・運営には図書館も協力しています。こちらは

コロナ禍以降、中止となっていましたが来年度復

活する予定となっております。本の値付けや収集

が大変ですが、図書館としてもご協力をさせてい

ただいている所です。 

 企業とのつながりとの１例をご説明します。こ

ちらは、当館の除籍本を石狩市内の全郵便局（１

４箇所）で自由に利用していただく企画となって

います。 

 平成２９年に石狩市と石狩市内郵便局との包括

的連携に関する協定が結ばれました。その一環と

して市民の方々にも、もっと気軽に本を手に取っ

てもらうことを目的にこの事業を始めました。本

は市民図書館の除籍本を活用しております。 

 市内の中央郵便局の方が大変理解のある方で、

当初は図書館の近くの一部の郵便局のみで試験的

に実施する予定でしたが、結果として最初から市

内全ての郵便局で本コーナーを設置してもらうこ

とになり、大変感謝しております。 

 郵便局は地域に根差したネットワークを活用す

るのに最適な施設となります。実際にこの事業を

きっかけに市内の高齢者施設や地域のカフェ等で

除籍本を置き始めるといった更なるネットワーク

の広がりを構築できたところです。 

 最後に、市役所や他の公的機関、NPO 団体、

企業等が、一堂に会するイベントの実例として科

学の祭典を紹介します。 

 「科学の祭典 in石狩」と称して行っている、平

成２３年度（２０２１年度）より始まった事業で

す。 

科学館や学校で開催するケースが多いイベント

ですが、石狩市では図書館が事務局となって行っ

ている点が、少ない事例なのではないかと思いま

す。 

こちらのイベントもコロナ禍で中止やインター



25 

 

ネットのHP上のみで開催したこともありますが、

現在も毎年継続して開催しており、今年で１４回

目となりました。 

こちらは、科学や実験に関するブースを個人や

団体でそれぞれ開設していただき、実際に参加者

が実験や体験をして、楽しむことができるという

内容になっています。 

主催は実行委員会形式になっており、この中に

市役所を始めとした図書館の各部署、校長会や教

頭会、市内高校や大学等の教育委機関の方々やユ

ネスコ協会や教育支援会等の NPO 法人の方々に

参加していただいております。 

各ブースについては、市役所関係やNPO団体、

もしくは個人で参加していただいている方や電力

会社、コンピュータ関係等の一般企業の方々が、

毎年ではありませんが、参加していただいており

ます。 

例えば、「はたらく車」と題して、市内建設業者

の除雪車や消防車のはしご車を展示していただい

たこともあります。この写真は、実際に参加者の

方にはしご車に乗っていただいて、上の結構高い

ところまで上がっていただいた写真です。当時は

かなりの行列ができたのを覚えています。大変好

評でした。 

また、石狩湾新港内のデータセンターの見学ツ

アーを実施したこともあります。 

この「科学の祭典 in石狩」というイベントは、

イベントの性格上、図書館を会場とすることや、

図書館が事務局となって主体的に関わるというこ

とはいかがなものかという意見が当初から内部か

ら上がっていました。ただ、図書館は社会教育施

設としての役割があることと、結果的にですが、

市内外の団体や個人といったところにかなり広く

ネットワークを広げることとなり、図書館の運営

にも大いにプラスになったと考えています。 

こちらの写真からもかなり入場者がいるのがわ

かると思いますが、このように利用者の促進に大

いに貢献しておりまして、コロナ禍の前は約１,

５００人の入場がありました。 

近年は小規模になっており、今年度もまだ万全

ではなく、図書館のみで行いましたが、それでも

４００人近くの入場がありました。石狩市民図書

館としては図書館まつりと並ぶ大きなイベントと

なっています。 

なお、「科学の祭典 in石狩」については参加者

の傷害保健は市からの補助金、残りの運営資金は

子どもゆめ基金の助成によって実施しているとこ

ろです。 

このように試行錯誤しながら、地域の他機関と

協力し活動を行っています。こういった地域との

つながりは、人脈やネットワークを広げることに

つながり、必ず図書館の運営にプラスとなって

返ってくるとこれまでの活動で強く感じています。 

石狩市民図書館の事例発表は以上になります。

ご清聴ありがとうございました。 
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事例発表     

「行政情報を地域へ」 

角田市図書館 

副館長 加藤理江 氏 

 

 皆様、こんにちは。角田市図書館の加藤と申し

ます。「行政情報を地域へ」と題して、小さな取り

組みではございますが、紹介させていただきます。 

 はじめに角田市図書館の紹介をさせていただき

ます。 

 角田市は宮城県の南部に位置しており、人口約

２７,０００人の自然豊かな小さな田園都市と

なっております。角田には「５つのめ」という地

域ブランドがあります。本日配布の観光パンフ

レットにも「５つのめ」“こめ・まめ・うめ・ゆめ・

ひめ”の説明がありますので後ほどご覧ください。 

 角田市図書館は市民センター「角田田園ホール」

の複合施設となっています。敷地内に子ども図書

館を併設しております。子ども図書館は親子で読

み聞かせをしたり、親子で相談しながら本を読ん

だりと、気兼ねなく過ごせる施設となっています。 

 当館の取り組み経過となります。経過として例

年重点目標の一つに、地域の情報発信拠点として

の取組や関係機関施設との連携を掲げていました

が、具体的な事業としては定着していませんでし

た。 

 この状況を打破するために、令和３年９月から

毎月の特集とは別に各課のイベントや事業を応援

する連携事業として、ミニコーナーを図書館に設

置しました。以降、毎月各課のイベントや事業に

関するコーナーを設置しています。このコーナー

設置後、部課長会議で各課連携ミニコーナーにつ

いて周知を行い、事業の情報提供依頼を行いまし

た。 

 その後、大きな周知は行っていませんが、地道

に連携コーナーを計画して設置しております。 

 これまでに、各課連携応援事業として設置した

ミニコーナーの件数は表のとおりとなっておりま

す。（令和３年度：２０件、令和４年度：１７件、

令和５年度：２３件、令和６年度（１１月末現在）：

１７件） 

 当館はミニコーナー以外にも各課と連携事業を

行っております。一例として、乳幼児検診会場に

移動して図書館の絵本コーナーを設置し、絵本の

紹介や図書館の利用案内を行っています。 

 各課連携コーナーへ込めた当館の思いとしては、

市の施策や事業については、住民のために作られ

ており、住民にとってメリットがあるものです。

市の施策や事業について住民にもっと知って欲し

いという思いがあります。 

 市ではたくさん計画を作りますが、なかなか市

民の方には伝わっていない状況が続いていました。

一方、当館としては図書館としての役割を踏まえ、

情報拠点施設として市政情報を住民に届けたいと

考えておりました。また、行政にも住民にも図書

館をもっと活用して欲しいという思いもありまし

た。図書館としての役割を踏まえ、本をとおして、

行政と地域をつなげる取り組みが大事だと考えて

おります。 

 連携コーナーを設置するにあたり、ポイントと

して各課と図書館がwin-winの関係になることが

重要だと考えています。ポスターやチラシ等とと
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もに、ミニコーナーとして設置することによって

利用者の目に留まりやすく、より興味を持っても

らい、行政の PRにもなります。また、資料の貸

出により、施策や事業への理解が図られます。 図

書館としても利用促進へとつながります。 

 当館が行っている事業の実施の流れを紹介しま

す。 

はじめに情報収集を行います。市のホームペー

ジや広報誌等で各課が行っている施策やイベント

の状況を把握します。 

次に、その情報を基に関係機関各課の方に図書

館でミニコーナーを設置して良いかの打診をしま

す。逆に各課の方から図書館へミニコーナーの設

置について依頼が来ることもあります。 

ここでのポイントですが、手続きの簡素化です。

担当課の負担にならないように文書のやり取りは

行っていません。図書館側でコーナー設置の起案

を行います。各課へ打診する際に、図書館のコー

ナーについて周知してもらうように担当課に依頼

します。その後各課連携ミニコーナーを設置しま

す。 

こちらの表につきましては令和３年度から令和

５年度に設置した主な連携ミニコーナーの一覧で

す。主な部分を簡単に説明します。 

１番目はずんだまつりと連携した事業になりま

す。こちらは角田の「５つのめ」【まめ】に関連し

た事業の応援コーナーになります。１２番目のは

やぶさまつりは角田の「５つのめ」【ゆめ】に関連

した応援事業になります。 

この他にも角田市はゼロカーボンシティ宣言を

行っており、市と連携したコーナーや、第６次長

期総合実施計画シンポジウムを行った際に、連携

コーナーを設置しています。今年度も実施してお

りますが、消防団員募集も関連したコーナーを設

置しております。 

コーナーは約１か月間設置して、毎月連携した

事業を行っています。全部は紹介しきれないので

No.３とNo.４、No.１０について説明します。 

No.３の観光 PR 動画についてです。こちらは

市長が電動アシスト自転車に乗って、宇宙のまち

角田市の魅力を伝える動画配信を行いました。そ

れに合わせて連携コーナーを設置しました。 

こちらは実際に設置したコーナーの写真です。

観光 PR動画の画面を印刷したものと実際にサイ

クリングで回った関連施設を紹介、サイクリング

や宇宙に関連する資料、郷土資料館で発行してい

る資料の展示を行いました。 

No.４の成人式についてです。こちらは例年、

新成人へのおすすめの本のリーフレットを毎年配

布しておりましたが、令和３年度（令和４年）の

成人式から成人式会場に図書館のコーナーを設置

させていただきました。このコーナー作成にあた

り、成人式実行委員におすすめの本を推薦しても

らい、紹介分と併せて本を展示しています。 

成人式の前後は図書館でミニコーナーを設置し

ております。 

次に No.１０のおはなし給食についてです。給

食センターとは令和３年度にも食育推進月間の際

に連携を行っております。令和５年度におはなし

給食を実施し、いずれも給食センターからの提案

で始まりました。 

おはなし給食の内容は、本の中に出てくる料理

を給食として提供していただきます。そして、給

食の時間に本のあらすじと図書館のコーナーの紹

介を校内放送で流してもらいました。図書館では

本の展示と併せて、その日の給食の写真と献立表

を掲示しました。 

こちらが実際に展示したコーナーの様子と当時
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の給食の献立表になります。献立と併せておはな

し給食に使ったメニューと本の紹介の載せていた

だきました。 

こちらにつきましては、今年度実施した取組状

況になります。画面に出ている表は図書館本館カ

ウンター前に設置したコーナーの主なものになり

ます。 

今年度、全国的にも暑かったので、図書館を熱

中症予防休憩所として指定していただきました。

併せてコーナーには図書館が熱中症予防休憩所と

なっているポスターや、熱中症予防のチラシと共

に暑さ対策に関する資料を展示させていただきま

した。 

２番目はJAXAと角田市の共催事業の応援事業

として連携コーナーを設置しました。ロケットの

関連資料のミニコーナーを設置しました。 

こちらの写真は特別講演会の会場に図書館を紹

介するコーナーのパネルを設置させていただいた

様子です。 

３番目の環境シンポジウムです。こちらは、初

めての試みで、会場にミニコーナーを設置させて

いただきました。 

こういった２番と３番のように、会場に図書館

のパネルを展示することにより、催しということ

もありまして、イベント終了後に図書館に足を運

んでくれる方もいらっしゃいました。 

こちらは書架脇に設置したコーナーの一覧にな

ります。４番目の「うめ～梅まつり」の連携事業

は角田の「５つのめ」【うめ】に関連した事業とな

ります。１２番目の「姫さまの暮らしとお道具展」

も角田の「５つのめ」【ひめ】に関連した応援事業

になります。こちらも全部紹介しきれないので、

No.５、No.６、No１０を紹介させていただきま

す。 

No.５の教科書展示会についてです。こちらは

図書館の２階に大河原教育事務所主催の教科書展

示会が開催されました。その際に受付脇に教職員

向けの本を設置させていただきました。こちらは

外部機関と連携した事業になります。 

次に No.６の小野竹喬展と連携したコーナーに

ついてです。例年角田田園ホールで復刻版の美術

展を開催しており、美術展に関連した資料を展示

しています。今年度は日本画家「小野竹喬」と同

じ時代を歩んだ「島崎藤村」「志賀直哉」の直筆原

稿の複製資料を宮城県図書館から借り受けて会場

に展示しました。その美術展の会場に図書館の

コーナーのパネルを設置させていただきました。 

No１０のアルツハイマーデー月間についてで

す。令和３年度から地域包括支援センターと連携

し、元気作り・介護応援コーナーを常設しました。

始めは小さいコーナーでしたが、利用者が多いの

で拡充しております。毎年、アルツハイマー月間

の際にレイアウトを変更して、認知症関連資料を

展示で掲示しています。この常設コーナーでは包

括支援センターの相談窓口パンフレットを常備し

て、連絡しやすい体制を整えています。 

担当課でも市の広報誌に以上の特集を掲載する

際に、図書館のコーナーについても掲載していた

だいています。 

こちらが実際の広報誌の記事です。アルツハイ

マーデー月間に併せた広報誌の特集ですが、下の

方で図書館のコーナーを紹介していただいていま

す。 

今月（１２月）から障害者週間が始まりました。

それに併せて障害者週間に関連したコーナーを設

置しています。こちらの障害者週間についても広

報誌で図書館のコーナーについてお知らせいただ

いています。 
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障害者週間の応援コーナーについては LL ブッ

クや手話に関する本、マルチメディアデイジー、

朗読CD等も展示しています。 

 周知方法についてです。毎月月初めに特集と併

せてHPで連携コーナーについても掲載していま

す。また、開館時間の延長に合わせて庁内インフォ

メーションに掲載しています。 

 図書館だよりの掲載や、WebOPACでおすすめ

テーマとして展示資料の一覧と、簡単な各課の事

業の紹介を掲載しています。 

また、先ほどの写真でも説明したように、イベ

ント会場へ図書館のコーナーのパネルを展示させ

ていただいております。 

最後に、角田市のPRキャラクター「おふでちゃ

ん」のインスタグラムにも掲載しています。 

イベント会場でのパネル設置の際に事業や講師

に関連する本を会場に設置しました。 

１２月に開催した人権フェアでは講師の親野智

可等先生の本を買取させていただき、親野先生か

ら図書館所蔵の本にサインをいただきました。そ

の本を今、図書館でも展示、貸出中です。 

各課連携ミニコーナーを実施する上での課題に

なります。まず、市職員の図書館利用が少ないこ

とです。図書館に来たことがない職員も多いです。 

また、限られた人員でコーナーを実施している

ため、コーナーの周知にかける時間的余裕がなか

なかありません。 

今後に向けて、このような課題がありますが、

続けていくことが大切だと考えています。限られ

た人員なので、無理なく気負わず展示コーナーを

継続していければと思います。 

令和３年度から実施し、庁内インフォメーショ

ンにも掲載していることから、職員にも浸透し始

めています。インフォメーションを見て、職員の

方から「このコーナーいいね」と声をかけていた

だくことも増えました。 

また、コーナーの確認に各課の職員が来館する

際に初めて図書館に来たという職員もおり、利用

促進にもつながっています。 

最後に、当館として大事にしていることは、情

報拠点として市の施策や事業と住民を、本を通し

てつなげること。小さな取り組みだが、継続した

コーナーの設置で利用者の目に触れること。「今月

もなにかまたやってるな」と思ってご来館いただ

くことが、当館の連携コーナーへ込めた思いです。 

簡単ではございますが、当館の事例報告は以上

です。ご清聴いただきありがとうございました。 
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  総評     
 コーディネーター：鎌倉幸子 氏 

 

鎌倉さん：皆さんの事例を聞きながら明日から使

えるのではないかと思うものがたくさ

んあったと思います。ここからはまず、

３人でトークをしてから質疑応答を受

け付けさせていただきますので、ぜひ

会場参加の方もオンライン参加の方も

手を挙げていただいたり、チャットに

コメントを書き込んでいただければう

れしいです。では、まずは事例発表を

していただいた３名の方にお互いの発

表を聞いて学んだことや感想があれば

教えていただければと思います。まず

は発表した一戸町立図書館の畠山さん

から、石狩市民図書館の工藤さん、角

田図書館の加藤さんの順にお願いした

いと思います。 

畠山さん：他館の事例発表を聞いての感想なので

すが、行政や他の施設と連携した展示

を行なっているという話を聞いて、当

館でも他機関と連携した展示を行うこ

とはあるのですが、それは声がかかっ

たときに展示の協力をすることが多い

です。どのように細かい事業をするか

という情報を図書館として手に入れて

いるのか、そしてどのように打診して

展示協力を細かく、行政でしたら課ご

とに声をかけて展示しているのかなと

いうところを、今後の参考に聞かせて

いただければと思って発表を聞いてお

りました。ありがとうございます。 

鎌倉さん：今、畠山さんからどうやって情報を手

に入れて展示等をしているのかという

質問もあったので、もしお答えがあれ

ばそれもお願いします。それでは工藤

さんお願いします。 

工藤さん：そうですね。結局のところ、今までの

図書館と関係していた団体とか偶然に

よるつながりという部分もあります。

当館としても今後も色々なところに幅

広くつながりを持っていかないといけ

ないと思うのですが、正直なところ、

日常的な業務の負担もありますので、

その部分はどうしても弱くなってきて

いるところかなと思うので、もう少し

アンテナを広げていかなければいけな

いかなと感じております。 

加藤さん：情報入手に関しては、角田市は必死に

情報を集めている感じです。広報誌と

かホームページとか各課で色々な広報

や施策をアップしてるのでそこを追っ

ていくという感じです。石狩市民図書

館さんや一戸町立図書館さんの取組み

について導入のところで休みの日にイ

ベント等に参加して良いところを発見

するということは素晴らしい努力だと
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思います。最初は「なんで？」と思う

ところがあったと思うのですが、そこ

をクリアして継続されてきたというと

ころにすごく敬意を表したいと思いま

す。素晴らしいと思って聞いておりま

した。石狩市民図書館さんも他機関と

の連携ということで当館でも同じよう

な取り組みを行っていますが、まだま

だ外部で活動することができていない

ので、企業や大学との連携をされてい

ることが素晴らしいなと思います。そ

こも最初の連携のつながりというとこ

ろに苦労されたのかなと思います。鎌

倉先生の御講演の中でも、図書館が地

域課題解決のハブとして機能するとい

うお話がありましたので、図書館とし

てもその機能を果たせるように努力で

きればというふうに思います。 

鎌倉さん：ありがとうございました。 

     このような研修は自分が聞いたことを

どう生かすかという、インプットとア

ウトプットがあって身に付くものだと

思います。ぜひ、皆様も終わった後で

時間のある時にディスカッションなど

を行っていただければと思っています。 

ここからは、地域との協働ということ

でお話をいただきましたので、まず私

から質問させていただければと思いま

す。図書館と地域と協働して何かを行

うということは、何かしら地域の必要

性があったからこのような形でやって

いこうと決断されたと思います。その

地域のニーズの把握とか事業のスター

トラインのところをどのように工夫さ

れたのかというところをお話いただけ

ますか。 

畠山さん：当館の地域おこし事業は１０年ほど経

ちました。始めた頃は、私も図書館で

働いて間もなかったため、試行錯誤で

やらなければなと思っていました。子

育てを３人してみて一戸町を全然知ら

ないな、公共施設に働いていて恥ずか

しいなと思ったことがきっかけでした。

地域のイベントに出向いて行くといつ

も同じメンバーと出会っていて、「地方

だから楽しいことができないよね」と

か「遠くの都会に行かないと楽しいこ

とないよね。」という声が多く、そうで

はないのでは、というのが私の中に疑

問であって、自分が住んでいる町でも

楽しいこと・楽しいものがあるんじゃ

ないかなということを、施設をつなぎ

役としてできていけたらいいなと。「休

みの日に行って苦労したんじゃないで

すか」と思われがちなのですが、自分

が一番楽しんでやってきて、気づいた

ら１０年経っていたなというところで

あります。 

鎌倉さん：ありがとうございます。資料の中にも

たくさん苦労されたお話が書かれてい

てます。イベントもお正月まつりだけ

で良いのかというところで、地域人材

を活用しながら地域活性化と世代間の

交流を図るのだという思いとか、それ

がアウトカムや目標・目的なのかなと

思いました。ここで、畠山さんに質問

が来ていまして、計画策定的な質問な

のでこの場で聞きたいと思います。「一
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戸町立図書館の方に質問です。指定管

理ということでしたが、お仕事体験な

どについて行政などから図書館でやる

べきなのか？」という疑問があがって

くることはなかったのでしょうか。も

しあったとしたら、どのように説得し

たか教えてください。」という質問でし

た。 

畠山さん：実は、紹介をしていませんけれど、行

政の方にも協力をいただいております。

去年だと警察官、今年だと消防士だっ

たのですが、行政にも担当課が存在し

ていますので、そちらに図書館で行い

たいと相談したところ全面協力します

ということだったので、目に見えない

ところでたくさん協力してくれていま

す。例えば、今年の消防士の体験です

と、放水体験の時の水道代ですとか広

い駐車場の確保という細かいところも

行政の方がやってくれたので、「何で図

書館がやっているの？」とクレームに

近いものは言われたことがありません。

ただ、いつも声をかけに行くと「何？

何してほしい？」と言われることはあ

りますが、快く協力してくださってい

て、また来年度も声をかけたいなと考

えていることもあるので町を挙げて

やっていければ良いなと思っています。 

鎌倉さん：ありがとうございます。加藤さんの資

料の最後にもある「継続は力なり」の

成果が１０年で表れているのなと思い

ました。では、オンライン越しの工藤

さん、事業を始めるにあたって様々な

企画を展示されていて、市や NPO 法

人との連携の中で何か地域のニーズが

あったからこその企画だと思っており

ます。そのような地域のニーズや必要

性をどのようにアンテナを張って把握

し、企画にもっていったのかという事

業形成のところのお話いただけますで

でしょうか。 

工藤さん：そうですね、例えば科学の祭典のほう

なんですけども、もともと北海道大学

などの退官された大学教授の方々で科

学振興等の活動を行っていたサイエン

スアイというグループがありまして、

教育委員会とも繋がりがあり、この

方々が科学振興のためのイベントを何

かできないかという希望がありました。

そこで、科学の祭典というイベント自

体は全国で行われているのですが、こ

のイベントに関われていらっしゃった

パワフルな市内の高校の先生の「これ

はもう、科学の祭典をやるしかない！」

という勢いが正直なところありました。

この場合、企画はできてもイベントに

おける事務的な部分が厳しいというこ

とがあり、その部分を教育委員会の一

環として図書館でどうかと話が下りて

きました。図書館としても「図書館が

そこまでやるか」という意見が内部で

開始当初からありました。石狩市の場

合も文化ホールのような施設もないよ

うな状況で、うちと同時期に開館した

北広島市の図書館は文化ホールも図書

館との複合施設のようなもので、その

ような施設にこういった依頼があった

場合は、運営主体もまた別のところに
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なった可能性はあるんですけれども。

うちの場合は、石狩市の文化的な事業

に対して結構うちか公民館に話が回さ

れるということがありまして、始まり

は、なし崩し的なところがあったので

すが、いざ始めてみると市内の大学の

先生なり業者の方なり、こういう企画

をしたいとかそういう能力のある人が

地元に眠っているということがかなり

分かってきました。そういう方々の御

協力を得ながら、また、そういう方か

ら別の方を紹介されてというような、

最終的にはこういうものは対人と人と

のネットワークが大きいものだという

ことを科学の祭典では特に感じたとこ

ろです。最終的には対個人とのつなが

りなのかなと思います。 

 

  鎌倉さん：工藤さんありがとうございました。高

校の先生や大学の先生など企画をやり

たい方など芋づるで人と人とが繋がり

つつ行われたのですね。図書館対法人

ではなく人と人との繋がりを大切に関

係構築したからこそニーズも聞けるし、

悩みも聞けるしで企画になっていくと

いうお話ありがとうございます。また、

指定管理だからなぜ図書館がやるの？

と先ほどの質問がありましたが、工藤

さんの直営だけどなぜ図書館がやる

の？という突っ込みが結局ある中で、

加藤さん、すべてを受けてこれに対し

ての事業形成についてのお話お願いし

ます。 

  加藤さん：そうですね。利用者からのニーズの把握

と言うよりは行政が行っている施策の方

からこれは住民にとって伝えたほうが良

い情報ではないかというところから当館

では行っております。ただ、各課の方へ

声をかける際に最初は少し身構えられま

す。仕事が増えるのではないかという不

安もありますので、なるべく担当課の負

担にならないように図書館のほうでも気

を配って実施しています。担当課にとっ

ても住民への利用促進・理解の深まりと

いう部分を説明しながらお互いにとって

良い関係が作られるように説明をしなが

らオーダーのほうを作っているところで

す。なぜやるのということの答えには

なっていないかもしれませんが。 

鎌倉さん：お互いにとって良い関係で行うという

ことは、それこそ加藤さんのプレゼン

テーションであったような市民のため

というところからスタートして行政と

連携をして情報を出されて、まさに誰

のためというところがあって、そのた

めに情報をどうやって届けるか、かつ

一緒に行う人とはウィンウィンでいた

いという愛情を感じました。ありがと

うございました。 

次の質問です。「協働良いですよ」とか

「町に開ける図書館」と言いながら、

やはりリスクや苦労があったと思いま
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す。苦労があったけれど、こうしたら

解決したとかより良くなったとか、特

に印象深いエピソードを一つお願いし

たいと思います。 

加藤さん：当館の取組は小さいものですので、あ

まり大きい苦労というものはないので

すが、先ほども申し上げましたが、各

課にコーナーの打診を持ちかけるとき

に「何かやらされるのでは？」という

身構えが多かったと思います。最近で

は少し浸透してきたということもあっ

て、快く引き受けていただけたり、逆

に担当課の方からコーナー設置の依頼

があったりということも増えてきまし

た。それからもう一つ大変なのは、事

業を宣伝するという点で各課の事業内

容を把握しないといけないことです。

あまり難しい本を置いても手に取って

もらえないですし、ただ各課が使いた

いというところも併せていろいろな本

に反映させていくというところが工夫

を重ねるところです。コーナーの表示

を作る際も足を止めてもらえるように

興味を引くような表示の作り方に苦労

しているところです。 

 

畠山さん：事業をしていく中で苦労と言えば、職

人肌の方々のイメージで、図書館は本

を貸して返却する施設なのに、なぜ人

を集めて事業するのかと１０年前はよ

く言われました。想像がつかなかった

ようで「自分の仕事を教えて何になる

のか」ということがあったようです。

でもそういう方々が地域で働いていて、

そういう仕事があるということを住ん

でいる方々に知ってほしいなというと

ころがありました。もちろん当時も展

示コーナーや関連した読み聞かせをし

て図書館も連携事業をしていましたが、

口下手な職人さんも多く、人前で話す

のが苦手だという方もいらっしゃった

ので、そこは私がフォローして話しな

がら職人さんは作業だけするというこ

とを繰り返し行っていました。その中

で、私もこういった方々を支えるには

どうしたら良いかということを考えて、

事前に訪問して作業を動画で撮影し、

それを映しながら、その前で同時進行

で実演しということを行うなど試行錯

誤で１０年間勉強してきたと思ってい

ます。今は、「お仕事体験」というイベ

ントを続けて３年間担当しているので

求められているものが大きくなってし

まい、プレッシャーを感じているので

少し休みたいと本音では思っていまし

たけれど（笑） 「地域の方にも来年

は何をやるの？」と言われているので、

いろいろまた勉強しながら、そして今

回の研修も参考にしながらやっていけ

たらと思います。 

鎌倉さん：ありがとうございます。では、工藤さ

ん。直面した御苦労やその解決法があ
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ればお願いします。 

工藤さん：そうですね。郵便局の方の除籍本コー

ナーの設置に関しましても、私は正直

最初は企画としては良いけれども、い

ざ動かしてみると除籍する本を個々の

郵便局に回して、郵便局の方ではお読

みになった本はできれば戻してほしい

ですが自由に持っていて構わないです

よ、という流れにしましたので、その

あたりのサイクルがうまく構築できる

のかという不安がありましたが、結局

動くことになりまして。なお最終的に

は石狩市内の郵便局ほとんどに協力し

ていただけることになりましたので、

除籍した本の在庫が適時あって、不足

があれば各郵便局に在庫を回せるのか

というシステムづくりに担当者が苦労

したようです。幸いなことに、いきな

り本がなくなったり、必要になったり

ということは今のところありません。

ただ、最初に御説明したとおり、石狩

市は合併したことによって縦長なんで

すよね。これは例えば、市の真ん中に

図書館があって、放射状的に各方面に

回れれば良いですが、うちから浜益ま

でだと車で２時間くらいの長距離を行

かなければならないので……。うまく

結論付けられないのですが、企画を通

してしまうとやめられない役所の宿命

のようなものがあるのでできるだけ最

初にうまくシステムとして回るような

ものを構築できるかどうかが肝なのか

と思います。 

鎌倉さん：ありがとうございます。始めたら逆に

もうやめられないというのは……。一

戸町立図書館さんの１０年やっていて

疲れているけれど、また来年もあると

いうようなうれしい叫びでもあり、振

り返る時がくるというような……。畠

山さん、うなずいてらっしゃるので一

言どうぞ！ 

畠山さん：多分始めにやる時は、みなさんそうだ

と思うんですけれど必死で、どうにか

その人を説得できたらいいなとか、石

狩市民図書館さんも同じだと思うので

すが企画したらやらなければいけない

という使命感で必死にやっていたなと

皆さんの話を聞いて思っています。今

だと、畠山に声かけられたらやるしか

ない！ と思っている地域の人々が少

しずつでも増えてきたのはうれしいこ

とでもあり、次はなにをやろうかとい

う毎年のプレッシャーもあり、でも楽

しみにしてくれている地域の方々がい

るというのは、自分が十年間やってき

た成果もあるのかなという。励みにも

なっています。 

鎌倉さん：ありがとうございます。もう時が経つ

のは早く、終了５分前になりましたの

で質疑応答、コメント、感想なんでも

大丈夫ですので挙手などお願いします。 
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日野さん（白石高校）：白石高校図書館の日野で

す。今日は大変貴重なお話をありがとう

ございました。一番最初の鎌倉さんの基

調講演のお話の時に思ったのですが、ア

ウトカムの指標ってどうやったら良いん

だろうと。最後に一戸町立図書館さんが

待っている町の人がいるから頑張ろうと

いう気になるというお話をされていて、

それも指標の一つになると思うのですが、

それ以外にもどうやって指標を設定した

ら良いのだろう、指標をはかったら良い

のだろうということをぜひ、お話いただ  

きたいと思っています。 

鎌倉さん：ありがとうございました。細かいテク

ニカルなお話をすると、アウトカム、

いわゆる成果目標を作ってそれをはか

る指標を作らなければいけないです。

それがないと本当に達成したかしない

かが分からないので、基本的に指標を

作ります。指標を作る際の話なんです

が、いろいろなやり方があるのですが、

私は逆からにします。例えば病気の予

防をする、健康になるということが目

指す目標だとすると、なぜその目標を

設定したか、というと不健康で病気が

ちな状態だからです。そうであれば、

不健康だというところから考えていっ

て、風邪をひくと不健康だし、おなか

を壊すと不健康だし、地域によっても、

高血圧の方が多くて不健康だというの

もあります。地域性があるとすると、

血圧が１５０から１００になることで

達成したという指標になる。まずは、

地域の課題を洗い出して、その課題を

逆にすると目標になる。指標成果から

書くと分かりづらいので課題を裏返し

てどういう状況が理想なのかを指標に

していく、そういうやり方をしていく

と悩まずできるはずです。図書館の場

合、解決課題でもあり、価値創造でも

あるわけです。価値創造で「協働文化

を理解する」というのがあったとした

ら、なぜそれを掲げているかというと、

協働文化を理解していない子供が増え

ていて、協働文化を理解しないとどう

いう課題があるか、例えば、地域の子

供のアイデンティティが少し低いかも、

というようにするならば、それを指標

に設定して、学校と協力してデータを

収集するとか。裏返しながら考えてい

くというのがテクニックです。 

 

それでは、お時間になりました。 

ありがとうございました。 

     本当に去年や今年の話ではなく、長きに

わたる活動ですよね。加藤さんの継続は

力なりと、それも畠山さんの待っている

人がいるからこそのことでもあり、工藤

さんは「なぜ図書館？」と言っても、や

はり図書館は社会教育の拠点であるとい

う、まさに図書館の存在意義をしっかり

踏まえているからこそ、堂々と企画など

ができているのだなと思って聞いていま

した。ぜひ皆様も今日の学びを明日の業

務等に生かしていただければ幸いでござ

います。本当に今日は御参加ありがとう

ございます。これでセッションを終わり

たいと思います。ありがとうございまし
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た。 
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主催者挨拶 
 

 

宮城県図書館長 青木直之 

            

 

宮城県図書館 館長の青木と申します。本日は、お忙しい中お集まりいただき、

誠にありがとうございました。閉会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げます。 

御承知のとおり、図書館を取り巻く社会情勢が変化し、図書館に対する期待が

多様化しており、地域社会における図書館の果たす役割は、ますます大きくなって

おります。こうした中、本日の令和６年度北日本図書館連盟研究協議会兼宮城県 

公共図書館等職員研修会は、研究主題を「多様な学びや活動を支える図書館」とし、

北海道及び東北６県の公共図書館をはじめ、学校図書館や大学図書館など、たく

さんの皆様に御参加いただきました。 

基調講演にはじまり、事例発表や総評・意見交換等の時間は、まさに今後の図書

館の在り方に対して大いに参考になったものと思います。本研究協議会を契機と

して、それぞれの図書館がその地域の実情に合った形で、様々な団体との連携を

進めて行かれることを期待しております。 

今回、快く基調講演及び総評・意見交換等のコーディネーターをお引き受けいた

だきました鎌倉様、また、事例発表をしていただきました一戸町立図書館畠山様、

石狩市民図書館工藤様、角田市図書館加藤様には心から感謝を申し上げます。あ

りがとうございました。 

本日は大会資料と併せて、観光案内のパンフレットなども皆様方のお手元に配

布してございます。ぜひ、お時間の許す限り、県内各地へ足をお運びいただければ

幸いです。 

結びになりますが、本日ご参加いただきました皆様方に、感謝申し上げますとと

もに、皆様方の図書館のさらなる発展を祈念いたしまして、閉会の挨拶といたしま

す。本日はありがとうございました。 
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次期開催県挨拶 
 

 

福島県立図書館長 深谷一夫 

            

 

皆様、こんにちは。ただいまご紹介いただきました、福島県立図書館長の深谷と

申します。次期開催県を代表いたしまして一言ご挨拶を申し上げます。 

本日はここ宮城県におきまして、「令和６年度北日本図書館連盟研究協議会」が

このように多くの参加者のもと、盛大に開催されましたことをお慶び申し上げます

とともに、この素晴らしい会を企画・運営された宮城県図書館の皆様に感謝を申し

上げます。 

 先程、基調講演をいただきました鎌倉先生、そして事例発表をいただいた皆様か

らは、示唆に富む大変意義深いお話を伺うことができました。 

 来年の研究協議会は、私ども福島県立図書館でお引き受けをさせていただきま

すが、今回のような素晴らしい会となるよう、精一杯準備を進めて参りたいと思い

ます。 

 多くの皆さまにお越しいただき、福島県の歴史や文化、食なども堪能していただ

ければと思います。 

来年はぜひ福島県へお越しください。お待ちしております。本日は、ありがとう

ございました。 
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